
越谷市には、農
のう

産
さん

物
ぶつ

や伝
でん

統
とう

的
てき

手
しゅ

工
こう

芸
げい

品
ひん

な

ど、たくさんの名
めい

物
ぶつ

があります。ねぎやだる

ま、くわいづくりは、３年生の社会科で学
がく

習
しゅう

します。そのほかにもたくさんの名物があ

るので、調べてみましょう。また、名物になっ

た理
り

由
ゆう

についても考えてみましょう。

●最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

越谷市は消
しょう

費
ひ

者
しゃ

のたくさんいる地
ち

域
いき

が近くにあるため、都
と

市
し

型
がた

農
のう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

しています。

名物

越谷市の主
お も

な農産物

越谷ねぎ越谷ねぎ 山山
さんさん

東東
とうとう

菜菜
さいさい

越谷いちご越谷いちご

小小
ここ

松松
まつまつ

菜菜
なな

くわいくわい 米米

越谷市では、給
きゅう

食
しょく

に越谷産
さん

のお米が使
つか

われています。（彩
さい

のかがやき など）

越谷スカイメロン

越谷市農
のう

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

センターでは、

平
へい

成
せい

30年から試
し

験
けん

的
てき

にメロンの

水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

を行っています。このメ

ロンは空中に浮
う

いているように実
みの

ることから「越谷スカイメロン」

と名づけられました。
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越
こ し

谷
が や

市
し

の主
お も

な伝
で ん

統
と う

的
て き

手
し ゅ

工
こ う

芸
げ い

品
ひ ん

など

●最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

昔から長く続
つづ

いてきた技
ぎ

術
じゅつ

はとても貴
き

重
ちょう

で、大切なものです。

未
み

来
らい

にも残
のこ

していくため、新しく形を変
か

え、その時
じ

代
だい

にあった

ものにする取り組みが行われています。

籠
か ご

染
ぞ め

灯
と う

籠
ろ う

越谷市では、藍
あい

染
ぞめ

技術「籠染め」でゆかた

の生
き

地
じ

を作っていましたが、着
き

る人が少なく

なり、今は作っていません。ゆかたの模
も

様
よう

を

生地に描
えが

くときに籠
かご

という金
きん

属
ぞく

の筒
つつ

を使
つか

って

いましたが、使わなくなったこの筒を使って、

部
へ

屋
や

の中で使うあかりにしました。

越谷だるま越谷だるま 越谷手越谷手焼焼
やや

きせんべいきせんべい 越谷ひな人形越谷ひな人形

都都
みやこみやこ

うちわうちわ 桐たんす桐たんす 切切
きりきり

子子
ここ

ガラスガラス

越谷越谷桐桐
きりきり

箱箱
ばこばこ

ゆかた（ゆかた（籠籠
かごかご

染染
ぞぞ

め）め）越谷越谷甲甲
かっかっ

冑冑
ちゅうちゅう
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越谷市の特
と く

産
さ ん

品
ひ ん

越谷市では市内で作っている農
のう

産
さん

物
ぶつ

を使って、いろいろな

特産品を作っています。皆
みな

さんが食べたことのあるものはあ

りますか？

●最
さ い

近
き ん

の取り組み

こしがや愛
あ い

されグルメ発
は っ

信
し ん

事
じ

業
ぎょう

越谷市においしいグルメがあることを

たくさんの人に知ってもらうため、「こ

しがや愛されグルメ」としてＰ
ピー

Ｒ
アール

してい

ます。皆さんのおうちの近くにあるお店

にも、認
にん

証
しょう

品
ひん

が売っているかもしれませ

んね。

山山
さんさん

東東
とうとう

菜菜
さいさい

漬漬
づけづけ

（（有）（（有）楽楽
らくらく

農農
のうのう

三三
さんさん

恵恵
けいけい

園園
えんえん

））

純純
じゅんじゅん

米米
まいまい

清清
せいせい

酒酒
しゅしゅ

越ヶ谷宿　越ヶ谷宿

（越谷（越谷小小
ここ

売売
うりうり

酒酒
しゅしゅ

販販
はんはん

組組
くみくみ

合合
あいあい

越越
こしこし

谷谷
がやがや

支支
しし

部部
ぶぶ

））

苺苺
いちごいちご

のかけジャム（のかけジャム（地地
じじ

場場
ばば

野野
やや

菜菜
さいさい

イタイタ

リアン　カポナータ）リアン　カポナータ）

こしがやこしがや鴨鴨
かもかも

ネギネギ鍋鍋
なべなべ

ギフトセットギフトセット

（越谷（越谷商商
しょうしょう

工工
こうこう

会会
かいかい

議議
ぎぎ

所所
しょしょ

）） 越谷くわい越谷くわい銘銘
めいめい

菓菓
かか

（（岡岡
おかおか

埜埜
のの

製製
せいせい

菓菓
かか

店店
てんてん

））

太太
たた

郎郎
ろろ

兵兵
べべ

衛衛
ええ

もちもち

（越谷市太郎兵衛もち（越谷市太郎兵衛もち協協
きょうきょう

議議
ぎぎ

会会
かいかい

））
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お祭
まつ

り・イベント

越谷市には、古くから伝
つた

わるお祭りや地
ち

域
いき

に住
す

んでいる人
ひと

々
びと

が交
こう

流
りゅう

を図
はか

ったり、地
ち

域
いき

のことを学ぶために始
はじ

められたイベント

もあります。

古くから伝わるお祭りには、たとえば、

伝
でん

染
せん

病
びょう

などをたいさんするためのお祭りや、

農
のう

産
さん

物
ぶつ

の収
しゅう

穫
かく

をお祝
いわ

いするお祭りなどがあ

ります。地域の人々の多くの思いがあり、

伝
でん

承
しょう

するために活動する人たちもいます。

古くからあるお祭り

下
しも

間
ま

久
く

里
り

の獅
し

子
し

舞
まい

1594年に京
きょう

都
と

から伝
つた

わったとされ、昭
しょう

和
わ

54年
に埼

さい

玉
たま

県
けん

の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されました。雨
あめが

下
した

無
む

双
そう

角
かく

兵
べ

衛
え

流
りゅう

とも呼
よ

ばれ、春
かす

日
か

部
べ

市や千
ち

葉
ば

県野
の

田
だ

市に伝わったとされる記
き

録
ろく

も残
のこ

っています。
現
げん

在
ざい

は毎年7月中の日曜日に行われ、下間久里
の香

か

取
とり

神
じん

社
じゃ

で獅子舞が奉
ほう

納
のう

された後、家
か

内
ない

安
あん

全
ぜん

や
五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を祈
き

願
がん

し、丸一日かけて地
ち

域
いき

の家
いえ

々
いえ

を回
ります。

北
きた

川
かわ

崎
さき

の虫
むし

追
お

い
北川崎の川

かわ

崎
さき

神
じん

社
じゃ

で毎年７月２４日に行われる、
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から続
つづ

く農
のう

村
そん

行
ぎょう

事
じ

です。麦わらを束
たば

ねた
長さ３メートルほどの大きなたいまつに火を灯

とも

し、
田んぼのあぜ道を練

ね

り歩きながら稲
いね

につく害
がい

虫
ちゅう

を
追
お

い払
はら

い、豊
ほう

作
さく

をねがいます。かねやたいこをな
らしながら、「稲の虫、ホーイホイ」と声を合わ
せて行

こう

進
しん

します。
平
へい

成
せい

20年３月に、埼
さい

玉
たま

県の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されました。

タブレットタブレット版版
ばんばん

動画「下間久里の獅子舞」「北川崎の虫追い」は、動画「下間久里の獅子舞」「北川崎の虫追い」は、

広広
こうこう

報報
ほうほう

ボランティア　川島健司氏のボランティア　川島健司氏の協協
きょうきょう

力力
りょくりょく

により作成したにより作成した映映
えいえい

像像
ぞうぞう

です。です。 
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越ヶ谷秋まつり
旧
きゅう

日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

の宿
しゅく

場
ば

町
まち

だった越谷駅
えき

周
しゅう

辺
へん

で行われ
ている豊

ほう

作
さく

を祝
いわ

う秋のお祭りです。越ヶ谷久
ひさ

伊
い

豆
ず

神
じん

社
じゃ

のおみこしと一
いっ

緒
しょ

に８台の大きな山
だ

車
し

がでま
す。昔

むかし

の山車は、三
さん

層
そう

構
こう

造
ぞう

でかなりの高さがあり
ましたが、電線をよけるために、今は二層に改

かい

そ
うされています。
今から三百年以

い

上
じょう

前の元
げん

禄
ろく

年
ねん

間
かん

に始
はじ

まったと伝
つた

えられています。山車にかかせない越谷市独
どく

自
じ

の
木
き

遣
やり

歌
うた

（越谷市の文
ぶん

化
か

財
ざい

）もうたわれます。

川崎神社のおびしゃ
おびしゃは、鶴

つる

亀
かめ

と松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

が描
か

かれた的
まと

をめが
けて、弓で矢を射

い

り、その年の豊作を祈
いの

るもので、
毎年1月に行われています。

地
ち

域
い き

の人々のために始まったイベント

越谷越谷市市
しし

民民
みんみん

まつりまつり こしがやこしがや産産
さんさん

業業
ぎょうぎょう

フェスタフェスタ
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北北
きたきた

越越
こしこし

谷谷
がやがや

桜桜
さくらさくら

まつりまつり

不不
ふふ

動動
どうどう

橋橋
ばしばし

こいのぼりフェスティバルこいのぼりフェスティバル

出出
でで

羽羽
わわ

チューリップコミュニティフェスタチューリップコミュニティフェスタ

大大
おおおお

相相
さがさが

模模
みみ

ひまわりフェスタひまわりフェスタ

新しく生まれたイベント

こしがや田んぼアートこしがや田んぼアート LL
レ イ クレ イ ク

akeake ＆＆ PP
ピ ー スピ ー ス

eaceeace

越谷花火大会越谷花火大会 南越谷南越谷阿阿
ああ

波波
わわ

踊踊
おどおど

りり
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